
グループホームよしの里(ユニット2)

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 
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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68

職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生き
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす
場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

平成23年3月24日訪問調査日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

●職員は利用者と公園の草引き当番の活動に参加されたり、又、ホーム便りを近所に配る際にも利用
者と配っておられる。さらに事業所は、中・高校生の職場体験の受け入れや、高校教諭の認知症研修
等にも協力されている。秋祭りには、七つ鹿や神輿が来てくれたり、亥の子には、地域の子ども達が来
て、元気な声でついてくれる。カラオケ・習字・コーラス等のボランティアの方の訪問も多い。毎年、地区
の公民館にて、法人と合同でロビー展を開催されており、利用者の作品等を出品しておられる。
●入居間もない頃は「面会に行くと帰りたくなるのではないか」と心配するご家族もいるが「できるだけ来
ていただいた方が、ご本人の安心につながります」と説明し、お友達にも来ていただけるようお願いされ
ている。

特定非営利活動法人JMACS

愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

自己評価作成日 平成23年2月2日

評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3873900694

・面会者や地域住民の方々に会う時には、笑顔で挨拶するように心掛けている。
・利用者、また利用者の家族と信頼関係が築けていけるよう職員一人ひとり努めている。

法人名 医療法人岩村外科胃腸科

事業所名 グループホームよしの里

所在地 愛媛県宇和島市吉田町魚棚２０番地5

特定非営利活動法人　JMACS



サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

自己評価及び外部評価結果表

● 指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ ット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
修

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
役職者（経営者と同義）

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

                 役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホームよしの里

(ユニット名） ユニット2

ホップ 職員みんなで自己評価!

中村竹子

記入者（管理者）

氏　名

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

評価完了日 平成23　年　　　　2月　　　2　日
－サービス向上への３ステップ－

特定非営利活動法人　JMACS



グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

「家庭的な環境のもとであたり前に普通の生活を」の理念に
ついての振り返りをミーティングなどで行なっている。「家庭
ならどうするだろうか？」と考えながら理念に沿ったケアに努
めている。

(外部評価)

事業所開設時に作成した理念のもと、事業所では利用者に
「できるだけ自宅で居るような感じで時間を過ごしていただき
たい」という思いをもって、利用者個々が地域と関わり、馴染
みの人や場所ができるような支援に努めておられる。

(自己評価)

近くの公園の掃除や、地方祭の旗たてなど地域の方と共に
行っている。また年に２回避難訓練の際、地域の方々にも参
加して頂いている。年に２回発行する「よしの里だより」を利
用者と共にご近所に配付したり、近くの店を利用したりして交
流を深めている。

(外部評価)

自治会に加入されており、事業所には、回覧版や広報が
廻ってきている。職員は、利用者と公園の草引き当番の活動
に参加されたり、又、ホーム便りを近所に配る際にも利用者
と配っておられる。さらに事業所は、中・高校生の職場体験
の受け入れや、高校教諭の認知症研修等にも協力されてい
る。秋祭りには、七つ鹿や神輿が来てくれたり、亥の子には、
地域の子ども達が来て、元気な声でついてくれる。カラオケ・
習字・コーラス等のボランティアの方の訪問も多い。毎年、地
区の公民館にて、法人と合同でロビー展を開催されており、
利用者の作品等を出品しておられる。

(自己評価)

運営推進会議で、職員による研修報告を行ない学んだこと
を地域の方々に伝えたり、中・高生のボランティアが来て頂
いた時は認知症についての講習の時間をつくり説明してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

3

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している
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グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

運営推進会議で、事業所の活動報告や職員研修の内容を
報告すると共に利用者にも参加して頂き、ご意見を頂きなが
らサービスの質の向上に努めている。

(外部評価)

２ヶ月に１回の運営推進会議には、利用者・ご家族・地域の方・市
の職員・他の事業所の方達にも参加していただいている。観月会
や大掃除等の行事ごとと合わせて会議を行うことについては「参加
しやすい」と感想をもらったようだ。又、ボランティアに来られる方か
らは「訪問日以外にも立ち寄ってもいいですか」と言ってくださり、
野菜を持って来てくださる等、交流する機会が増えてきている。

(自己評価)

管理者はネットワーク会議に参加し、市町村とともにサービス
の質の向上に取り組んでいる。

(外部評価)

２ヶ月に１回、介護相談員が来られ、２～３時間ゆっくり利用者の話
を聴いてくださっている。事業所では、市の認知症介護のモデル事
業の一環で「徘徊模擬訓練」に参加されたが「徘徊役の知らない人
を探すということは、声掛け等が難しい」と感じられたようだ。市と協
力して年２回、グループホーム連絡会を開催されており、研修や事
例検討をされている。先日の連絡会では「成年後見制度」について
勉強され、管理者は、今後の制度の必要性を感じられたようだ。

(自己評価)

ミーティングや研修会で学ぶ機会をつくり、鍵をかけない工
夫をしたり、禁止されている具体的な行為について積極的に
話し合っている。

(外部評価)

転倒の危険がある方の居室には、利用者が見る位置に「一人で立
たないでください。ベルを押してください」と書いた紙が貼ってあっ
た。管理者は、職員に具体的な場面を捉えて指導されている。「転
倒」について職員で話し合った際、トイレに行く時間の予測ができ
れば、防ぐことができたのではないか」という結論が得られたようだ。
身体拘束はせず、事故防止できるよう話し合い、ケアの工夫に努め
ておられる。

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る
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グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

研修やミーティングなどで繰り返し学ぶ機会を作って、一人
ひとりが虐待防止に努めている。

(自己評価)

研修会に参加して職員一人ひとり学ぶ機会をつくっている。
また参加して学んだことをホーム全体で理解に努めている。

(自己評価)

契約時、契約前に、本人や家族と十分な時間をとり説明して
いる。ホームの中も良く見て頂き、雰囲気を感じて頂き、理
解、納得して頂いた上で、契約を行なっている。また解約の
際は話をよく聴き誠実に対応している。

(自己評価)

家族会や家族が面会に来られた際に意見や要望をお聴き
するようにしている。玄関には「ご意見箱」を設置している。ま
た家族が気軽に意見が言えるような雰囲気作りに努めてい
る。出された意見や要望については、職員間で話し合って
改善するよう努めている。

(外部評価)

管理者が交替された際には、ホーム便りに写真入りで紹介さ
れた。年に２回の家族会や来訪時に、ご家族から意見を聞く
ようにされている。年末の家族会では、会議と合わせて事業
所の大掃除を行い、職員は、ご家族とお話ししながら一緒に
作業をされた。遠くに住むご家族には、電話で近況報告をさ
れたり、来訪時には個人記録を見ていただき、ご本人の状況
を伝えておられる。

「お世話になっているからこれ以上望んでは気の毒」等と
思っているご家族もあり、ご家族が事業所のケアサービスに
ついて、意見や要望を具体的に言い出せるような機会や雰
囲気・場面作りにさらに工夫されてみてほしい。家族会の持
ち方等についても、開催日や時間、内容等についてご家族
の希望等をお聞きしてみてはどうだろうか。利用する側であ
るご家族の声は、事業所をさらに良くしていくきっかけにもな
る。さらに、評価結果は家族アンケートの集計表等も用い
て、ご家族の声を聞く機会を工夫していかれてほしい。

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている
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グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

代表者や管理者は毎月のミーティング、年２回の全体ミー
ティング以外にも普段より、意見や提案をひろいあげれるよう
耳を傾けている。

(外部評価)

自己評価は、全職員で何項目かずつに分けて取り組み、ユ
ニットごとに検討して管理者がまとめられた。管理者は、職員
に、外部研修の受講や資格取得をすすめておられる。朝・
夕の申し送り時や、月１回のミーティング時は、ユニットごとに
職員で意見を出し合って話し合っておられ、年２回の事業所
全体のミーティング時には、全体で取り組んでいることにつ
いて話し合うようにされている。今回は、記録・アセスメント・
介護計画・モニタリングの様式について検討された。

(自己評価)

日々、利用者の方への働きかけなど職員同士話し合いなが
ら、自分達で考え行動できる環境にあり、研修など希望すれ
ば受講することも出来る。

(自己評価)

全ての職員は必ず年２回の研修を受けるよう指導され、今こ
の職員に必要だと思われるもの、又は、関心ある事がらにお
いては選べるようになっている。又、研修報告を書くことによ
り、内容の把握、全職員への周知にも繋がっている。

(自己評価)

グループホーム連絡会や、研修会への参加、お祭りや観月
会、運営推進会議等の相互訪問などを通じ視野を広め、
サービスの向上につなげる様取り組みを行っている。

(自己評価)

入居される前にご本人やご家族より今までの暮らしぶりや要
望等詳しくお聞きし、入居後の不安を少しでも少なくし安心
して頂けるよう努め、又、入居後は、ご本人のちょっとした表
情や行動に気を配り、安心していただくような声掛けを心掛
けている。

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

特定非営利活動法人　JMACS



グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

いつご家族が来所されても困っていることなど口に出来る、
話しやすい雰囲気作り に努め、こちらからもホームでの様子
をありのまま伝えられるよう、初期段階より、よりよい関係作り
に努力している。

(自己評価)

ご本人とご家族から現在の状況や、生活歴、今希望されて
いる事柄を詳しく伺い、今必要とされている支援は何かを見
極め、その方にあったサービスの内容の説明を行なってい
る。

(自己評価)

家事全般において一緒に行ったり、出来る事柄において
は、近くで見守りし、おまかせして出来る喜びを一緒に共有
している。昔ながらの料理や、その家庭によって違う味付け
など教えていただきながらつくり、ひとつの家庭のような雰囲
気になっている。

(自己評価)

ホーム内での行事への参加呼びかけを行なっており、ご本
人と一緒に過ごして頂くよう努めている。又、参加して頂いた
際、近況報告を行なったり、毎月のポストカードの送付や、
手紙、電話等により今の利用者の方の様子をありのままお伝
えし、ご家族の方との絆を大切にしている。

(自己評価)

地域への行事への参加、日々の散歩や買い物、今まで住ん
でおられた所へのドライブなど　馴染みの人や場所との関係
を大切にしている。又、いつでもホームに訪ねてきて頂ける
よう、暖かい雰囲気作りを心掛けている。

(外部評価)

ご家族と一緒に行きつけの美容院に行かれたり、農業をされ
ていた利用者の方は、事業所の畑の世話をしてくださってい
る。又、絵を描くことがお好きな利用者は、摘んで来た花を
描いて、食堂に飾っておられた。手芸の得意な方は、ストラッ
プや干支の置物を作ったり、本のお好きな方は図書館に本
を借りに行かれている。入居間もない頃は「面会に行くと帰り
たくなるのではないか」と心配するご家族もいるが「できるだ
け来ていただいた方が、ご本人の安心につながります」と説
明し、お友達にも来ていただけるようお願いされている。

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている
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グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者様同士の様子を伺いながら、状況に応じて職員が間
に入ったり、離れたりして関係が円滑になる様に努めてい
る。

(自己評価)

サービス利用して頂いていた頃と変わらない対応（挨拶、気
配りなど）を心がけ、いつでも頼って頂けるような雰囲気作り
に努めている。

(自己評価)

直接伺える方には傾聴し、耳が聞こえにくく、話が伝わりにく
い場合には筆談やジェスチャーでコミュニケーションを計り、
出来る限り希望・意向の把握に努めている。また、本人の生
活歴など参考にさせて頂いている。

(外部評価)

夜勤時、職員は、利用者とゆっくりお話ししながらこれまでの
ことや日々の暮らしの希望等を聞き取っておられ、聴力が弱
い利用者とは、筆談やジェスチャー等を交えてコミュニケー
ションを取るようにされている。

事業所では、アセスメントの様式について「利用者のことがよ
くわかる様式に替えていきたい」と、現在、検討されている。
利用者一人ひとりの思いや意向を把握できるようなアセスメ
ントに工夫され、事業所の理念の実践に向けた支援につな
げていかれてほしい。

(自己評価)

生活歴や馴染みなことについて、ご本人やご家族にお話を
聴かせて頂いたり、今まで利用されていたサービス等でお話
を伺わせて頂いたりして、ご本人の暮らしの把握に努めてい
る。

(自己評価)

業務日誌・個別記録に日々目を通し、１日２回の申し送りと
は別に、気になる事があればすぐに職員間で話し合い、情
報の聞き漏れなどない様に注意し、利用者様の状態・状況
を把握するよう努めている。

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

21

特定非営利活動法人　JMACS



グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

まず、ご本人とゆっくり話をし、思いを引き出す様にしてい
る。そしてその思いを念頭に置き、ご家族や知人、職員のア
イディア・意見を出し合い、ご本人らしい生活が出来る様な
介護計画作成に努めている。また、センター方式導入も検討
中である。

(外部評価)

介護計画は、１年ごとに見直すようになっている。利用者の
状態に合わせ自室の掃除、洗濯物干し、食事の支度や片付
け等「ご本人のやりたいこと」をサポートできるよう計画されて
いた。

管理者は、アセスメントを充実させ、利用者一人ひとり「何に
重点をおくか」というニーズについて優先順位を付けること
や、又、記録、カンファレンス、モニタリングがしやすくなるよ
う、考えていきたいと話しておられた。さらに利用者個々の現
状に即した介護計画の作成に取り組んでいかれてほしい。

(自己評価)

個別記録表に利用者様の普段の状況・状態が毎日記録さ
れており、ちょっとした変化があった時にも比較しやすくなっ
ている。またその都度、職員間で情報を共有し合える為、現
場も戸惑うことなくスムーズに流れることが出来る。

(自己評価)

出来る限りご本人やご家族の希望に添う為、選択支やサー
ビスの範囲を広げるように努めている。例えば、お茶を飲む
にしても喫茶店を利用するだけでなく、ご家族のお家や職員
の家、公共施設などを利用させて頂いている。

(自己評価)

ボランティアの方や近所の方に避難訓練に参加して頂き、
共に助け合い火災の恐ろしさを学んだ。クリスマスには、コー
ラスにじの方に美しい歌声を披露して頂いたお礼に、職員と
共に手作りしたお手玉をプレゼントするなどし、利用者様の
やりがいや、感動に繋がった。

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている
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グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

かかりつけ医が隣にあり、すぐに相談連絡が取れる状態にあ
る。又、歯科、眼科など本人の希望する病院に受診できる状
態にしてある。

(外部評価)

かかりつけ医は、利用者とご家族が決めるようになっており、
現在は、全員、母体である協力医に診てもらうようになってい
る。協力医は、必要に応じて往診があり、365日24時間対応
してくれるようになっている。協力歯科医は、毎月訪問診療
があり、連絡しておくと必要器具を持参して治療していただ
ける。眼科の通院は、ご家族の都合に合わせて職員が同行
することもある。

(自己評価)

受診時や隔週水曜日の看護師相談、２ヶ月に１回の看護師
研修時などにこまめに利用者の状態を伝えている。日中、夜
間共に変わったことがあればすぐに看護師に報告している。

(自己評価)

入院された際は、スタッフが協力し面会に行き少しでも関わ
りを持つようにしている。誕生日などにはカードなど持って行
きプレゼントしている。又、看護師へ、ホームにおられた時の
様子を伝えたり、現在の様子を教えてもらったっり情報交換
を行なっている。

(自己評価)

日頃から家族の方が来られた際、様子など詳しく話してい
る。遠方の方も電話や手紙などで様子を報告している。又、
状態が変わるごとに、かかりつけ医、本人、家族と話し合いを
行っている。

(外部評価)

入居契約時、看取りの指針に基づき説明されている。事業
所の看取りの指針には、「数年を過ごした場所で親しい人に
見守られ自然な死を迎えられる」と示しておられる。利用者
が重度化して入院に至り、病院を退院する際には、法人代
表者でもある母体病院の医師とご家族・管理者で話し合い、
施設入所も視野に入れて検討されている。経済的な理由も
あり、入居時から施設入居を希望されているケースもあるよう
だ。

利用者個々の終末期の過ごし方の希望等もうかがいなが
ら、ご家族とも、ご本人の暮らしとケアについて話し合い、ご
本人にとっての「当たり前のふつうの生活」の支援について、
事業所でできることを話し合ってみる機会にされてはどうだ
ろうか。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている
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グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

申し送り、ミーティング、看護師研修時に基本的な応急対応等の
シュミレーションを行っている。又、事故、ひやりハット等起きるとそ
の事についての話し合い、シュミレーションを徹底して行っている。

(自己評価)

毎月、２ユニット別避難訓練を実施している。（職員が毎回同じ動作
の訓練を行なうことにより流れを体で覚え、いざという時に慌てない
様シュミレーションを行っている。）年２回は地域の方に協力して頂
き消防訓練を行なっている。

(外部評価)

年に３回の避難訓練では、消防署や運営推進会議のメンバー、ボ
ランティアの方、地域の方等も参加いただき、夜間想定で実施され
ている。隣に住む法人代表者が、いざという時には、駆け付けるよう
になっている。津波の場合は山が遠いこともあり、まずは事業所の２
階へ上がることに決めている。避難訓練時、地域の方には、避難し
た利用者を見守っていただくようお願いされている。次回は「東日
本大震災の情報を基にして避難訓練を行いたい」と消防署に協力
をお願いされている。管理者は「今後さらに職員が冷静に行動でき
るよう、訓練を重ねていきたいと話しておられた。

(自己評価)

トイレの際の声掛けなど他者に気付かれにくい声掛けの仕方（筆
談・小声）を行っている。面会や電話の際は希望のある方は、プラ
イバシーを尊重し居室に案内するなどしている。

(外部評価)

ホーム便りの記事や写真の掲載等の取り扱いについては、入居契
約時に利用者やご家族の了解を得るようにされている。市社協の
広報に事業所のカラオケボランティア時の様子が掲載され際には、
事前にご家族にお話をして了解を取られた。時には、利用者間のト
ラブルもあるようだが、両方のプライドを傷付けないような解決に努
め、職員はトラブルが起こりそうな時には、仲に入り注意深くかかわ
るようにされている。

(自己評価)

日頃から親しみを持ってもらえるような関係作りをしており、素直な
気持、希望、わがまま何でも言いやすい様な環境作りをしている。

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている
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グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

昔ながらの一日のリズムを大切にする為に一人ひとりの生き
方をアセスメントし、昔から楽しみにしていた事を希望によっ
て取り入れていく。時にはドライブ、買い物も希望によって取
り入れる。

(自己評価)

その人らしい衣服をご本人、家族等から聞くなどして把握す
るよう努めている。衣替えの頃には、家族から服を届けて頂
いたり、職員と一緒に買い物に行ったりとかの支援をしてい
る。季節に合わせた服を自ら選択できる様に声掛けをしたり
工夫している。美容室は馴染みの店に行くなどしている。

(自己評価)

栄養士が立てた献立をもとに毎食、食事の準備など職員と
一緒にして頂いている。また庭の畑の新鮮な野菜を採ったり
旬の物をたくさん取り入れるようにしている。食後の片付けも
一緒に手伝って頂いている。

(外部評価)

自ら調理にかかわってくださる利用者も数名おられ、餃子や
巻きずし作りは手早く作業をしてくださるようだ。畑の野菜や
旬の食材を使うように心がけておられ、調査訪問時には、畑
で採れたほうれんそうを使った白和えが食卓に上っていた。
食事量の制限がある方は、他の方と比べて差を感じないよう
な、盛り付けや材料で工夫されている。誕生日には、ご本人
のお好きな物を用意して、皆で万歳三唱をしてお祝いされて
いる。

(自己評価)

食事チェック表をもとに食事量、水分量等本人の摂取量を
把握し、その量を支援している。また、一度に食べられない
方には、量を調節して回数を増やしたりと工夫している。

(自己評価)

毎月、協力歯科医療機関の歯科医師、歯科衛生士が来所
し、口腔内の指導等、職員に行っている。歯磨きの難しい方
には、誘導し、職員が歯磨きティッシュ、スポンジ歯ブラシ等
を用いて介助し、口腔内の清潔保持に努めている。

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している
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グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

排泄チェック表に排泄時間をつけ一人ひとりの排泄パターン
を把握する。時間等空いていればその都度声掛けにてトイ
レ誘導を行なう。また出来る限り本人のペースに合わせ自立
に向けた支援を行っている。

(外部評価)

ご自分でトイレに行かれる方が多く、ご自分で尿取りパッドを
新聞紙に包んで、トイレの所定の容器に入れてくださる方も
いる。職員がトイレに誘い、排泄を行っていた利用者が入院
され、入院中は排泄の失敗が続き、全介助状態になったよう
である。退院後は、ご本人の状態をみながら、再度トイレで
排泄できるような支援を続けておられる。

(自己評価)

排泄チェック表をもとに個々に合った便秘予防を行ってい
る。冷たい牛乳、食物繊維の多い食品、ヨーグルト、リンゴ等
を取り入れている。それによって自然排便を促すように日々
支援をしている。ラジオ体操等の運動も取り入れている。

(自己評価)

個々の入浴希望を聞き、ゆっくりと時間をかけて入浴支援を
している。浴槽の中には入浴剤やゆずなど四季折々のもの
を取り入れて工夫している。本人の体調や精神状態に合わ
せ時間をずらしたりと支援をしている。

(外部評価)

脱衣所のカーテンが床上20㎝位の長さだったが、利用者か
ら「足元が寒い」という意見があり、カーテンの長さを下げて
改善された。午前中、入浴する方が多く、一人で入る方は、
時々外から声をかける等されている。「今日は入らん」と言わ
れた場合は、無理強いせず、次の日に誘うようにされてい
る。以前、利用されていたデイサービスでは入浴を拒否して
いた方も、事業所ではすんなりと入浴される等、浴槽や浴室
が一般家庭のような雰囲気に安心されるようである。

(自己評価)

一人ひとりの状態に合わせ、日中はソファーで横になっても
らったり、天気の良い日には外のベンチでゆったりしてもらっ
たりと工夫をしている。また眠れない方は日中に散歩やラジ
オ体操等をして活動量を上げ、就寝前には足浴、マッサー
ジをしたりして安眠支援に努めている。

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている
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グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

職員は一人一人の服薬を理解している。事務所内に服薬リ
ストがあり、いつでも確認出来る様にしている。服薬の際に
は、ご本人の薬である事を確認し、薬の内容も本人に伝え服
薬の支援をしている。自力での服薬が難しい方には介助し
ている。

(自己評価)

一人一人の生活歴を参考に食事の準備、洗濯物干し及び
洗濯物たたみ、般若心経の読経、編み物、絵画などを楽し
みながら継続できる様に支援している。さらに買い物に行っ
たり、ボール投げや体操などを行い、気分転換できるように
支援している。

(自己評価)

庭のベンチで日向ぼっこをしたり、散歩やドライブなど一人
一人の状態や希望により出掛けている。また地域の清掃や
七夕祭りにも積極的に参加をし、城川かまぼこ板の展覧会、
お墓参りなど家族の方にも協力して頂き出掛けている。

(外部評価)

法人内の福祉施設と合同で花見に出かけたり、納涼祭に利
用者全員で参加されている。又、お弁当を持って、かまぼこ
板展覧会に出かけたこともある。利用者のレベルに合わせ
て、少人数で、散歩されたり、個々の希望で、図書館、和菓
子屋、以前から行きつけの衣料品店で洋服を買ったり、スー
パーやコンビニ、寿司屋等にも行かれ、コーヒーが好きな方
は、お気に入りの喫茶店ができているようだ。利用者ご本人
の希望で、職員と、ご自宅の庭の草引きをされることもあり、
近所の知人の方が「よい取り組みですね」と声をかけてくだ
さったこともある。

(自己評価)

一人一人の力に応じて、お金の所持の支援をしている。買
い物の際の代金支払い等は、出来る限りご本人にして頂き、
職員は傍らで見守り、その時の状態により支援している。

(自己評価)

電話や手紙など利用者の希望によって支援している。手助
けが必要な場合は、職員がお手伝いをする様にしている。
毎月、ご家族に送付している近況報告には可能な限りご自
身で一言記入できる様支援している。

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

48

50

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている
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グループホームよしの里(ユニット2) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

居間のテレビ音や室内照明、日差しの明るさに気をつけて
いる。季節の花を飾ったり、居間や廊下の壁面には利用者と
一緒に作成した季節に応じた作品を飾っている。

(外部評価)

玄関や廊下に大きな絵画が飾られてあり、利用者が作った
ひな人形や皆さんの合作の切り絵が飾られていた。事業所
内のあちこちの窓を少しづつ開けて、換気に配慮されてい
た。駐車場の一角に畑を作っておられ、高菜やネギ、水菜
等いろいろな野菜を職員と利用者とボランティアの方の協力
を得て、作っておられる。

(自己評価)

共用空間では、ソファーを置き、誰でもゆっくり過ごせる様に
している。新聞や雑誌も置き、自由に読めるようにしている。

(自己評価)

居室には、ご本人が作られた小物や家族写真、イベントの際
の写真など飾ったり、今まで使われていたタンスや仏壇、テ
レビなどを持ち込み、過ごしやすいようにしている。

(外部評価)

タンスやテレビ・洋服掛けを持ち込まれている方も見られる。
荷物が気になって混乱の原因になるような方もいるが、ク
ローゼットの中を利用して写真等を飾る等されていた。仏壇
を持ち込んでいる方もおられ、ご家族がお供え物を買って来
られたり、亡夫の位牌に毎日水をあげる方もおられる。

(自己評価)

一人一人の力を把握し、混乱や失敗を防げるよう目印として
トイレの入口にはプレート、浴室には暖簾をかけている。ま
た、居間・廊下・浴室・トイレには手すりがあり、段差もない
為、安全で自立した生活が送れるようになっている。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている
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